





























































































































































































































































































































































                                            























ようで、はなはだたよりない。 後は一番大きい 8インチである。外見は 5インチの















図 1	 3 種類のフロッピーディスク	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ンは NECの PC9801シリーズで、OSは MS-DOSであった。MS-DOSの FDをドライ
ブに差し込み、レバーを下げてロックすると、おもむろにカチカチという音がした。
FD には悲しいほどわずかの量しか情報を保存できず、少し長い文書になると、いく








	 その後、80年代後半には FDは 5インチから 3.5インチに変わり、その時代がかな
り続いたが、すでに述べているように、現在ではほぼ終わりを迎えている。私自身は、
NECの PC9801シリーズから Macに乗り換え、ワープロソフトもWORDを使い始め
た。これは、留学先の大学で、学生が使えるパソコンが Appleの Macintosh Plus（あ
るいは Macintosh SE）だったことによる。記憶メディアは 3.5インチの FDで、しば
らくすると、HDなどを SCSIで接続する時代があった。 




	 記憶メディアについては、手軽に使うのであれば USB メモリ、容量が大きい場合
は外付けの HD というのが、現在もっとも一般的であろう。光学式ディスク（CD、
DVDなど）もある。 
	 私自身は、FDから USBメモリあるいは外付け HDのあいだに、Zipというメディ










































































































































































































































doc, docx Microsoft Word 
xls, xlsx Microsoft Excel 


































































































































































































































































































 3.3 電子ファイルの論文データベース 
 
 キャビネットをパソコンに 
	 これまでは、論文はコピーや抜刷などの現物で保管してきたが、 近は電子ファイ
ルが増えてきた。各種のデータベースやリポジトリからダウンロードしたときはもち
ろんであるし、研究者同士の抜刷のやりとりも、PDFファイルで済ませることが一般
的になってきた。電子ファイルの普及によって、抜刷そのものが作られなくなった雑
誌もある。そもそも、電子ジャーナルのみの刊行が、近い将来、紙媒体での出版に取
ってかわるであろう。 
	 このような電子ファイルについても、整理は同じ原理でおこなうべきである。一件
の文献はひとつのファイルとして管理する。PDFファイルが も普通であろう。紙の
ハードコピーから PDF ファイルにスキャンする機械も普及している。一文献につき
一件のファイルを基本として、それを同じ著者のフォルダーにまとめる。このとき、
ファイル名を工夫しておくとよい。たとえば、私ははじめに刊行年を示し、そのあと
に論文や本のタイトルのはじめの語をあげておく。デスクトップでフォルダーの中身
をカラム形式で示したとき（Mac の場合である）、ファイル名でならべるようにして
おくと、年代順、すなわち、ビブリオの配列にほぼ一致することになる（同一年の複
数のファイルは完全には一致しないが、その程度の不一致はまったく問題ない）。タ
イトルの一語目も入れておくのは、年代だけでは中身がすぐにはわからないためであ
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る。はじめの語だけでおおむね区別はつくので全文は必要ない。 
	 日本語論文の著者のフォルダー名は、はじめにひらがなの読みを入れ､続いて通常
の漢字にする（たとえば「もり森」「やまだ山田」）。わざわざひらがなの読みを入れ
るのは、五十音順に並べたいためである。漢字の場合、漢字ごとで音読みと訓読みの
いずれかの読みが優先的に選ればれていて、実際の名前の読み方に一致しないことが
多い。外国語論文のアルファベット表記の場合、このような問題はない。 
	 こうしてできた著者ごとのフォルダーは、五十音順のそれぞれの文字（「あいうえ
お･･･」）ごとのフォルダーにまとめ、さらに日本語論文は「あかさたな･･･」の各行
のフォルダーにまとめると、4つのカラムを順にたどっていけば、必要なデータに必
ずたどりつくことができる（外国語論文の場合、アルファベットですむので 3列）。 
	 このように、電子ファイルによる論文データのファイル群も、基本的に、ビブリオ
や実際のファイリング・キャビネットに正確に対応している。キャビネット全体がパ
ソコンの HD上のひとつのフォルダーにすっぽりおさめられ、ビブリオのファイルが
そのインデックスになるのである。 
 
 今後の見通し 
	 これからは論文のデータが電子ファイル化する勢いはますます強まるであろう。こ
のような電子ファイルによる論文データベースが、個人のレベルでも文献整理の中心
になっていくことが予想される。私自身、現時点で日本語論文約 4千件、外国語論文
約 2千件を電子化し、データベースを整え、活用している。パソコンに入れておくだ
けで、いくつものキャビネットをならべるスペースが省略でき、必要な論文をパソコ
ンの前に座ったままで、簡単に取り出せる。しかし、実際のキャビネットを廃棄する
ことは考えていない。それは、これまでに述べてきたように、電子データに対する根
本的な不信感が消えることはないからである。 
	 むしろ、このデータベースは教育的な場面で有効性を感じることが多い。かつては、
学生に論文を紹介するときに、実際のコピーや抜刷を貸したが、返ってこないことや、
貸しているあいだに必要になることがあった。電子ファイル化されていれば、データ
をコピーしたり、メールで送るだけですむ。 
 
